
　

続
い
て
、
来
賓
祝
辞
を
岩
手
県
総
務
部
総
合
防
災
室　

佐
々
木
隆
室
長
、
次
に
、
岩
手
県
消
防
学
校　

高
橋
明
朗

校
長
よ
り
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。来
賓
の
ご
紹
介
へ
移
り
、

日
本
消
防
協
会　

年
金
共
済
部　

藤
中
将
樹
次
長
、
当
協

会
の
西
村
紀
昭
顧
問
、
ま
た
、
本
日
顧
問
に
就
任
さ
れ
た

大
森
忠
雄
顧
問
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い

て
ま
た
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
事

務
局
か
ら
説
明
を
し
、
今
年
度
の
事
業
推
進
に
つ
い
て
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
菊
池
副
会
長
が
閉
会
を
宣
し
、
会
議
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
評
議
員
会
・
理
事

会
で
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
、
表
彰
審
査
委
員
の
選
任

が
行
わ
れ
、
会
長
に
山
下
修
治
氏
（
宮
古
市
消
防
団
長
）

が
就
任
さ
れ
、
役
員
が
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
会
長
で
あ
り
ま
す
大
森
忠
雄
氏
（
一
関
市
消

防
団
長
）
は
当
協
会
顧
問
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

評
議
員
会
に
先
立
ち
六
月
十
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た

評
議
員
選
定
委
員
会
に
お
い
て
次
の
と
お
り
評
議
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

定価　１部 60 円
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「
令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
」

ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い
ね
！
で
確
認
　
火
の
用
心

〔
こ
の
機
関
紙
は
、
日
本
消
防
協
会
よ
り
の
援
助
に
よ
り
発
行
し
て
い
る
も
の
で
す
〕

岩
手
県
消
防
協
会
消
防
長
、
消
防
団
長 

及
び 

消
防
担
当
課
長
会
議 

開
催
さ
れ
る

岩
手
県
消
防
協
会
消
防
長
、
消
防
団
長 

及
び 

消
防
担
当
課
長
会
議 

開
催
さ
れ
る

令
和
元
年
度

　

令
和
元
年
度
岩
手
県
消
防
協
会
消
防
長
、
消
防
団
長
及

び
消
防
担
当
課
長
会
議
が
六
月
二
十
日
（
木
）
午
後
三
時

か
ら
盛
岡
市
繋
の
「
ホ
テ
ル
大
観
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
開
会
に
先
立
ち
ま
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
理
事

会
に
お
い
て
、
新
た
に
就
任
さ
れ
た
会
長
、
副
会
長
、
業

務
執
行
理
事
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。（
新
役
員
名
簿
は

二
頁
へ
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

　

続
い
て
、
前
会
長
で
あ
り
ま
す
大
森
忠
雄
氏
（
一
関
市

消
防
団
長
）
か
ら
新
会
長
の
山
下
修
治
氏
（
宮
古
市
消
防

団
長
）
へ
半
纏
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
本
年
四
月
一
日
以
降
に
新
た
に
消
防
団
長
、
消

防
長
に
就
任
さ
れ
た
方
々
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
菊
池
副
会

長
（
北
上
市
消
防
団
長
）
が
、
開
会
を
宣
し
て
、
消
防
殉

職
者
の
御
霊
に
対
し
て
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
下
協
会
長
が
、
こ
の
た
び
、
先
ほ
ど
の
理

事
会
に
お
き
ま
し
て
岩
手
県
消
防
協
会
の
会
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
会
長
の
意
思

を
引
継
ぎ
、
当
協
会
の
発
展
と
地
域
防
災
に
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
等
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

山
下
修
治
氏
が
会
長
に
就
任

役
員
・
表
彰
審
査
委
員
の
改
選

評
議
員
の
選
任

山
下
修
治
氏
が
会
長
に
就
任

役
員
・
表
彰
審
査
委
員
の
改
選

評
議
員
の
選
任

令和元年 8月 25 日	 消　防　岩　手　（第 787 号）（1）



理
事
・
監
事
︵
18
名
︶

会

長

山
下　

修
治

宮
古
市
消
防
団
長

副
会
長

菊
池　

一
人

北
上
市
消
防
団
長

業
務
執
行
理
事

雫
石　

眞
一

盛
岡
市
消
防
団
長

〃

佐
藤　

隆
士

一
関
市
消
防
団
長

〃

小
原　

勝
喜

奥
州
市
消
防
団
長

〃

新
畑　

鉄
男

二
戸
市
消
防
団
長

理

事

上
村　

繁
幸

田
野
畑
村
消
防
団
長

〃

山
﨑　

長
榮

釜
石
市
消
防
団
長

〃

千
葉　

勇
夫

平
泉
町
消
防
団
長

〃

河
野　

吉
昭

陸
前
高
田
市
消
防
団
長

〃

鎌
田　

幸
也

花
巻
市
消
防
団
長

〃

千
葉　

正
男

金
ケ
崎
町
消
防
団
長

〃

三
船　

隆
久

普
代
村
消
防
団
長

〃

柳
村　
　

明

滝
沢
市
消
防
団
長

〃

中
村　

俊
行

盛
岡
地
区
消
防
本
部
消
防
長

監

事

越
田　

政
美

大
槌
町
消
防
団
長

〃

菊
地　

和
哉

一
関
市
消
防
本
部
消
防
長

〃

及
川　

昌
彦
（
一
財
）岩
手
経
済
研
究
所
事
務
局
長
兼
経
営
相
談
部
長

評
議
員
︵
13
名
︶

評
議
員

阿
部　

秀
夫

紫
波
町
消
防
団
長

評
議
員

松
村　

昭
一

岩
手
町
消
防
団
長

〃

松
田　

克
之

遠
野
市
消
防
団
長

〃

八
重
樫
芳
令

岩
泉
町
消
防
団
長

〃

金
野　

忠
三

元
一
関
市
消
防
団
副
団
長

〃

佐
藤　

清
司

住
田
町
消
防
団
長

〃

藤
原　

志
功

元
花
巻
市
消
防
団
長

〃

赤
石　
　

昭

西
和
賀
町
消
防
団
長

〃

千
葉　

昭
道

元
奥
州
市
消
防
団
長

〃

廣
崎　

康
一

久
慈
市
消
防
団
長

〃

山
本　
　

篤

九
戸
村
消
防
団
長

〃

上
沢　
　

隆

宮
古
地
区
消
防
本
部
消
防
長

〃

田
口　

秋
雄
（
一
財
）岩
手
県
防
災
保
安
協
会
事
務
局
長

表
彰
審
査
委
員
︵
7
名
︶

会

長

山
下　

修
治

宮
古
市
消
防
団
長

副
会
長

菊
池　

一
人

北
上
市
消
防
団
長

北
部
県
央

柳
村　
　

明

滝
沢
市
消
防
団
長

沿

岸

越
田　

政
美

大
槌
町
消
防
団
長

県

南

猪
股　

拓
也

大
船
渡
市
消
防
団
長

南
部
県
央

千
葉　

正
男

金
ケ
崎
町
消
防
団
長

県

北

明
戸　
　

実

洋
野
町
消
防
団
長

平成30年度　正味財産増減計算書
平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで

（単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　⑴経常収益

　　　　　基本財産受取利息 299 252 47

　　　　特定資産運用益計 2,377 2,249 128

　　　　事業収益計 26,712,017 25,742,160 969,857

　　　　受取補助金等計 12,461,831 12,075,701 386,130

　　　　　受取負担金収入 11,360,000 11,007,000 353,000

　　　　雑収益計 520,889 436,569 84,320

　　　経常収益計 51,057,413 49,263,931 1,793,482

　　⑵経常費用

　　　　事業費計 49,097,409 42,545,936 6,551,473

　　　　管理費計 5,904,733 4,903,206 1,001,527

　　　経常費用計 55,002,142 47,449,142 7,553,000

　　　　当期経常増減額 △ 3,944,729 1,814,789 △ 5,759,518

　２．経常外増減の部

　　　経常外収益計 0 0 0

　　　経常外費用計 0 1 △ 1

　　　　当期経常外増減額 0 △ 1 1

　　　　他会計振替前当期一般正味財産増減額 △ 3,944,729 1,814,788 △ 5,759,517

　　　　他会計振替額 0 0 0

　　　　税引前当期一般正味財産増減額 △ 3,944,729 1,814,788 △ 5,759,517

　　　　法人税、住民税及び事業税 72,000 501,300 △ 429,300

　　　　当期一般正味財産増減額 △ 4,016,729 1,313,488 △ 5,330,217

　　　　一般正味財産期首残高 29,775,603 28,462,115 1,313,488

　　　　一般正味財産期末残高 25,758,874 29,775,603 △ 4,016,729

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　特定資産運用益

　　　　特定資産受取利息 0 0 0

　　　一般正味財産への振替額

　　　　寄付金振替額 0 0 0

　　　　一般正味財産への振替額 0 0 0

　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 25,758,874 29,775,603 △ 4,016,729

令和元年度　正味財産増減予算書
平成 31 年 4 月 1 日から令和 2 年 3 月 31 日まで

（単位：円）

科　目 当年度 前年度 増減額

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１　経常収益

　　事業収入 （27,514,000） （26,699,000） （815,000）

　　受取補助金等 （10,977,000） （12,450,000）（△ 1,473,000）

　　受取負担金 （11,360,000） （11,360,000） （0）

　　雑収益 （350,000） （508,000） （△ 158,000）

経常収益計 50,201,000 51,017,000 △ 816,000

　２　経常費用

　　事業費 （45,599,000） （47,624,000）（△ 2,025,000）

　　管理費 （6,516,000） （7,178,000） （△ 662,000）

経常費用計 52,115,000 54,802,000 △ 2,687,000
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令
和
元
年
度
東
北
地
区

消
防
連
絡
協
議
会
が
、
去

る
七
月
十
八
日
（
木
）、

山
形
市
「
山
形
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
東

北
地
区
の
消
防
協
会
長
、

副
会
長
、
事
務
局
長
等

四
十
四
名
が
出
席
さ
れ
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
当
面

の
消
防
団
活
動
を
取
り
巻

く
諸
問
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
日
本
消
防
協
会
や

総
務
省
消
防
庁
等
に
東
北

地
区
の
総
意
と
し
て
要
望

し
て
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
昭
和
二
十
四
年
度
か
ら
各
県
持
ち
回
り
で
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

開
会
後
、
消
防
殉
職
者
に
黙
と
う
、
そ
の
後
、
山
形
県

消
防
協
会
の
会
長
を
議
長
と
し
て
次
の
と
お
り
の
内
容
で

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

【
要
望
事
項
】

①
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
延
長
要
望
に
つ
い
て

［
新
潟
県
］

【
協
議
事
項
】

①
新
日
本
消
防
会
館
建
設
に
対
す
る
協
力
の
対
応
状
況

に
つ
い
て
［
宮
城
県
］

②
消
防
団
応
援
の
店
に
つ
い
て
［
福
島
県
］

③
消
防
団
活
動
で
の
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て
［
岩

手
県
］

　

次
期
開
催
県
は
、
宮
城
県
と
な
る
た
め
宮
城
県
消
防
協

会
長
が
、
来
年
度
の
開
催
の
受
託
と
案
内
を
ご
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

◎
辞
任

○
消
防
団
長
（
令
和
元
年
六
月
三
十
日
）

	

矢
巾
町
消
防
団
長　
　

藤　

原　

由　

巳

◎
就
任

○
消
防
団
長
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）

  

令
和
元
年
度

東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

　
山
形
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る

　

公
益
財
団
法
人
消
防
育
英
会
の
支
援
自
販
機
事
業
に
つ

い
て
は
、
殉
職
者
し
た
消
防
職
員
、
消
防
団
員
の
子
弟
に

対
し
て
奨
学
金
等
を
支
給
す
る
育
英
制
度
の
資
金
を
少
し

で
も
確
保
す
る
た
め
に
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
事
業

で
そ
の
売
り
上
げ
の
一
部
（
原
則
二
円
）
が
飲
料
水
メ
ー

カ
ー
を
通
じ
て
消
防
育
英
会
に
寄
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
岩
手
県
内
の
各
消
防
本
部
等
に
も
設
置
が
進
め
ら

れ
県
内
に
現
在
五
十
七
台
の
消
防
育
英
会
支
援
自
販
機
が

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
目
的
に
賛
同
す
る
こ
と
と
し
、
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ

（
株
式
会
社
ミ
チ
ノ
ク
）
様
に
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
、
岩

手
県
消
防
協
会
敷
地
内
に
消
防
育
英
会
支
援
自
販
機
を
令

和
元
年
七
月
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
消
防
会
館
へ
お
越

し
の
際
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消
防
団
長
異
動矢

巾
町
消
防
団
長

柏　

田　
　
　

隆

第21回　消防体験まつり第21回　消防体験まつり
1 日時　令和元年９月 14日（土）10：00～ 14：00
2 場所　紫波郡矢巾町医大通二丁目 2－1
　　　　 岩手県消防学校・岩手県立総合防災センター
3 内容
○体験コーナー（地震体験、煙体験、消火訓練、応急手当訓練、
消防自動車体験乗車、ロープの結び方訓練、防火服等の展
示・試着体験、ミニ消防自動車の放水体験、応急炊き出し
の試食など）
○訓練等の見学（初任科学生の消防活動訓練、防災ヘリコプ
ターの展示及び救助訓練）
○岩手県消防協会による消防団活動紹介コーナー等の企画展示
　（例：消防団活動状況のパネル展示など）
4 問い合わせ先
　岩手県消防学校　TEL 019－697－3434

あなたも１日消防士！
いろいろな体験を通して防災について考えてみませんか？
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◎本　　　社/盛岡市天神町13-27 Tel. 019-623-4364
◎二戸営業所/二戸市石切所字荷渡1-9 Tel. 0195-43-4100
◎奥州営業所/奥州市江刺八日町一丁目5-5-2 Tel. 0197-47-3464
◎宮古営業所/宮古市上鼻二丁目3-15 Tel. 0193-65-7080

実感してください！操法大会最適ホース。

NEWアスリート3／NEWアンカー3
第1～2線用　最適ホース 第3線用　最適ホース

互光商事株式會社創業
昭和22年

日本機械消防自動車
ジェットホース

各種消防用被服　消防団員袢纏
ホース洗浄機・乾燥機

トーハツ小型消防ポンプ
ジェットシューター

FV防火衣・ゴアテックス雨衣
屯所用ホース乾燥塔

代表取締役 玉 川 康 介

営業品目

互光商事株式會社創業
昭和22年

代表取締役 玉 川 康 介
本　　　社／紫波郡矢巾町広宮沢11-501-14
　　　　　　☎ 019-639-0505 ㈹

操法最適
トーハツ小型ポンプ
VC72プロⅢ
大型アルミ２基真空ポンプ付

有限会社文林商会

シバウラ小型消防ポンプ、ニッキ消防自動車
ホース乾燥塔　NAホスポール

操法用ホース販売、各種消防用機材及被服

営業品目

県知事許可（般－27）第6269号

代表取締役 吉田 良一
本　社╱一関市滝沢字鶴ケ沢7－59
　　　　TEL　0191－21－1119（代）

盛岡営業所╱盛岡市好摩字夏間木83－122
　　　　TEL　019－682－0800

三陸営業所╱上閉伊郡大槌町上町2－12
　　　　TEL　0193－42－8090

No.76

今月の 団
ダン

ディ さん

山田町消防団　団員
（第一分団）

齋
さい

  籐
とう

  絢
けん

  介
すけ
さん

＊年齢：34歳
＊趣味・特技：釣り特に夜♡、キャンプ、マ
リンスポーツ全般、サッカー、マラソン
＊一言：「祭り命」

　東日本大震災が発生した平成23年に入団し、今年で８年目になり
ます。入団した時は震災直後であり、地域が混乱している中、少し
でも防災の一助になれればという思いで入団しました。
　消防団には職場や地元の先輩が多く、気安さがありながらも熱い
指導ありと、何かと可愛いがっていただき、少しずつですが一人前
になれるようにステップアップしているところです。
　また、ポンプ車操法では一番員として県大会出場を目指し現役バ
リバリで頑張っており、昨年度は、地区支部２位とあと一歩でした。
　さて、私の住む山田町は、三陸海岸のほぼ中央に位置し、優美な
自然環境に囲まれております。山田湾に浮かぶ無人島を活用した、
マリン・ツーリズム体験型観光や毎年９月に行われる「山田祭り」
など、熱い中にも楽しいイベント盛りだくさんの町です。
　また、牡蠣や松茸などの「海の幸・山の幸」は町民のみならず、
観光で訪れた方々にも、ご好評をいただいておりますし、今年３月、
三陸鉄道が全線開通し、まさに今、町を挙げて盛り上がっています。
　ぜひ、自然豊かな祭りの町へ一度いらしてみてください。
　消防団と仕事の両立は何かと大変ですが、これからも団員として
地域のために頑張っていきたいと思います。
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